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喜多方市

農
業
科
を
通
し
て
、

子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
育
む

加納小学校

黒子　学 校長

農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより

　

喜
多
方
市
立
加
納
小
学
校
は
、
東
に
磐
梯
山
、
西
に
飯
豊
連
峰
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
る
緑
豊

か
な
熱
塩
加
納
町
に
あ
り
ま
す
。
全
校
児
童
は
、
48
名
で
す
。
今
年
度
も
４
名
の
農
業
科
支
援
員
の

皆
様
や
地
域
の
方
々
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が
農
業
科
の
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
３
・
４
年
生
が
「
じ
ゃ
が
い
も
」
「
落
花
生
」
、
５
年
生
が
「
稲
作
」
、
６
年
生
が

「
稲
作
」
「
大
豆
」
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
１
・
２
年
生
は
、
生
活
科
で
「
枝
豆
」

「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」
「
オ
ク
ラ
」
「
き
ゅ
う
り
」
を
育
て
て
い
ま
す
。
今
年
も
作
物
は
、
子
ど
も
達
同

様
、
ぐ
ん
ぐ
ん
育
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
昨
年
度
の
農
業
科
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
３
・
４
年
生
は
、
「
お
く
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」

か
ら
講
師
の
方
を
お
呼
び
し
て
、
種
の
蒔
き
方
や
収
穫
等
、
栽
培
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
に

育
て
て
み
る
と
、
落
花
生
の
意
外
な
育
ち
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
植
物
の
成
長
に
高
い
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
豆
は
、
節
分
の
と
き
に
全
校
生
に
配
り
ま
し
た
。
喜
ん
で
も
ら
え
て
充

実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
じ
ゃ
が
い
も
は
、
「
夢
の
森
」
で
販
売
を
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
販
売
す
る
こ
と
で
、
お
い
し
い
野
菜
を
つ
く
ら
な
く
て
は
、
と
い
う
思
い
を
も
ち
ま
し

た
。
販
売
当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
々
に
買
い
物
に
来
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ

ま
し
た
。
売
上
金
は
瓜
生
岩
子
顕
彰
会
に
寄
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
に
貢
献
で
き
た
、
と
い

う
満
足
感
を
も
っ
て
学
習
を
終
え
ま
し
た
。
５
・
６
年
生
は
、
「
米
で
つ
な
が
る
人
と
自
然
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
種
も
み
蒔
き
か
ら
収
穫
、
脱
穀
ま
で
行
い
ま
し
た
。
６
年
生
が
５
年
生
を
リ

ー
ド
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
、
効
率
よ
く
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
７
月
と
10
月
、

２
月
に
は
、
講
師
の
方
を
招
い
て
、
水
田
の
生
き
物
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
水
田
が
水
田
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
、
他
の
生
き
物
が
生
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
講

師
の
方
や
支
援
員
の
先
生
方
や
、
地
域
の
方
々
に
は
、
様
々
な
場
面
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
学
校
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
も
ち
米
は
、
餅
つ

き
を
し
て
鏡
も
ち
に
し
ま
し
た
。
米
作
り
を
通
し
て
、
人
と
自
然
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
加
納
小
学
校
は
、
農
業
科
で
の
体
験
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
「
人
へ
の
思
い

や
り
」
「
地
域
へ
の
思
い
や
り
」
「
自
然
へ
の
思
い
や
り
」
を
育
て
、
生
き
る
力
を
育
み
「
な
か
よ

く
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
」
児
童
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「人・地域・自然への思いやり」を育て「人・地域・自然への思いやり」を育て
生きる力を育み「なかよく、たくましく生きる」生きる力を育み「なかよく、たくましく生きる」
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先
代
が
１
９
９
０
年
か
ら
始
め
た
マ
カ
栽

培
。
原
産
は
ペ
ル
ー
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
標
高

が
４
５
０
０
ｍ
程
あ
る
高
地
で
す
。
ペ
ル
ー
の

過
酷
な
環
境
で
育
つ
マ
カ
を
環
境
が
大
き
く
異

な
る
標
高
２
０
０
ｍ
の
場
所
で
始
め
た
マ
カ
栽

培
。
失
敗
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に

15
年
の
歳
月
を
か
け
、
ペ
ル
ー
産
マ
カ
の
栄
養

価
を
は
る
か
に
上
回
る
世
界
最
高
品
質
の
国
産

マ
カ
の
栽
培
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
先
代
は
道
半
ば
で
倒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
代
の
遺
志
を
継
ぎ
、
喜

多
方
で
マ
カ
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
マ
カ
と

聞
く
と
、
男
性
が
摂
取
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
と
思
い
ま
す
が
、
近
年
女
性
に
関
す
る
エ
ビ

デ
ン
ス
が
数
多
く
で
て
い
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
作
用
・
更
年
期
障
害
の
改

善
な
ど
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
蓄
積
さ
れ
て
、
女
性

を
応
援
す
る
天
然
ハ
ー
ブ
と
し
て
の
認
知
が
進

ん
で
い
ま
す
。
最
近
、
耳
に
す
る
機
会
が
増
え

た
「
フ
ェ
イ
ム
ケ
ア
」
。
フ
ェ
イ
ム
ケ
ア
と
は

「Feminine

（
女
性
）
×Care

（
ケ
ア
）
」
を

掛
け
合
わ
せ
た
用
語
で
、
女
性
の
身
体
や
健
康

を
ケ
ア
す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

２
０
２
５
年
に
は
、
世
界
で
約
11
億
人
の
女
性

が
更
年
期
を
迎
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
フ
ェ

ム
ケ
ア
市
場
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
ほ
て
り
、
頭
痛
、
憂
鬱
等
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
減
少
に
よ
っ
て
お
こ
る
心
身
の
不
調
を
更

年
期
症
状
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
に
多
い

「
冷
え
性
」
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
「
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
」
が
不
足
し
血
の
巡
り
が
悪
く
な

る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
東
洋
医
学
で
は
、
冷

え
は
「
万
病
の
も
と
」
と
も
い
わ
れ
、
体
が
冷

え
る
こ
と
で
心
身
に
様
々
な
不
調
を
引
き
お
こ

す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
で

あ
る
マ
カ
は
、
男
性
だ
け
で
は
な
く
女
性
の
健

康
面
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

﹁
地
区
の
農
地
集
積
を
担
う
田
村
市

新
田
作
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂

　

令
和
５
年
６
月
21
日
に
喜
多
方
市
農
業
委
員

会
京
野
会
長
以
下
33
名
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
、
２
０
２
２
年
度
「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
顕

彰
」
の
農
業
生
産
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
田
村
市

の
農
事
組
合
法
人
「
新
田
作
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
（
以
下
「
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
）
を
訪

問
し
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
担
い
手
８
名
で
構
成

さ
れ
、
新
田
作
地
区
の
基
盤
整
備
受
益
者
全
員

で
構
成
さ
れ
る
「
新
田
作
営
農
改
善
組
合
」
よ

り
県
農
業
振
興
公
社
を
通
じ
て
利
用
権
設
定

（
転
貸
）
を
受
け
る
２
階
建
て
方
式
で
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
田
作
地
区
は
阿
武
隈
山
系
の
中
部
に
位
置

す
る
丘
陵
地
帯
で
、
典
型
的
な
中
山
間
地
帯
で

す
。
水
田
は
区
画
面
積
10
ａ
未
満
と
狭
く
、
湿

田
も
多
く
、
農
道
も
未
整
備
と
か
な
り
圃
場
条

件
の
悪
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
基
盤

整
備
事
業
の
導
入
が
図
ら
れ
、
平
成
18
年
の
工

事
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
営
農
改
善
組
合
が
組
織

さ
れ
、
併
せ
て
事
業
要
件
で
あ
る
農
地
集
積
率

30
％
に
向
け
て
専
業
農
家
８
名
に
よ
り
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
前
身
、
任
意
団
体
新
田
作
生
産

組
合
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
後
農
事
組
合
法
人
と

し
て
法
人
登
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
転
作
の
飼
料
用

米
を
中
心
に
生
産
し
て
い
ま
す
。
転
作
に
つ
い

て
は
、
地
区
内
の
面
積
を
一
元
化
し
て
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
営
農
改
善
組
合
の
委
託
を
受
け
た
農
作
業
道

の
草
刈
り
作
業
、
地
区
内
の
用
水
路
・
排
水

路
・
堰
の
保
守
管
理
作
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
に
よ
り
、
地
区
内
の

農
地
集
積
は
現
在
８
割
程
度
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
今
後
も
継

続
し
て
農
地
の
集
積
や
作
業
受
託
を
進
め
る
と

と
も
に
地
区
内
の
農
地
環
境
の
保
全
や
地
域
農

業
振
興
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
現
状
で
は
経

費
が
高
く
経
営
は
か
な
り
苦
し
く
、
組
織
を
継

続
す
る
上
で
重
要
な
後
継
者
も
ゼ
ロ
と
い
う
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
荒
れ
る
状

況
を
見
過
ご
せ
な
い
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
定
年
帰
農

者
を
受
け
入
れ
て
事
業
継
続
を
模
索
し
て
い
ま

す
。

（
和
田　

典
久　

推
進
委
員
）

令
和
５
年
度
先
進
地
視
察

研
修
報
告

地地

区区

だだ

よよ

りり

女
性
に
こ
そ
「
マ
カ
」

女
性
に
こ
そ
「
マ
カ
」

◎
熊
倉
地
区

合
同
会
社  

プ
レ
モ

小
関
　
　
稔
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〇
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消

　　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
農
地
利
用
の
確

認
と
と
も
に
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生

防
止
・
解
消
、
違
反
転
用
の
防
止
を
目
的
に
、

毎
年
八
月
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
に
設

定
し
、
市
内
全
域
の
農
地
を
対
象
に
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

調
査
は
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
お
よ
び
事
務
局
職
員
に
よ
り
、
耕
作
の

状
況
な
ど
を
見
て
農
地
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
調
査
結
果
を
基

に
、
遊
休
農
地
等
の
所
有
者
に
対
し
「
利
用
意

向
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

〇
荒
廃
農
地
の
非
農
地
化

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
が
山
林
の
様
相
を

呈
す
る
な
ど
再
生
利
用
が
困
難
と
見
込
ま
れ
る

荒
廃
農
地
を
非
農
地
と
し
て
判
断
し
、
農
地
台

帳
か
ら
除
外
す
る
取
り
組
み
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

①�

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
基
に
、
荒
廃
農

地
の
再
度
の
現
地
調
査

②�

荒
廃
農
地
と
確
認
し
た
場
合
、
所
有
者
へ
の

意
向
確
認

③�

農
業
委
員
会
総
会
に
て
非
農
地
判
断
、
所
有

者
へ
の
通
知

④�

法
務
局
へ
の
登
記
簿
登
録
事
項
修
正
申
出
、

地
目
変
更

⑤�

地
目
変
更
登
記
の
完
了
、
法
務
局
か
ら
所
有

者
へ
の
通
知

　現に耕作されておらず、かつ、引き

続き耕作されないと見込まれる農地

　既に森林の様相を呈してお

り、農業上の利用の増進を図る

ことが見込まれない農地

遊 休 農 地

荒 廃 農 地

【利用意向調査】の内容

　耕作されていない「遊休農地」の所有者（経営者）の方へ、今後の利用意向について伺います。

　（次の①～④の中から選択）

　　①農地中間管理事業（農地バンク）を利用する。

　　　�農業委員会が農地中間管理機構（福島県農業振興公社）へ通知し、農地中間管理機構が対

象農地の借受について所有者と協議し決定します。

　　②誰かに貸し付ける

　　　貸付先が具体的に決まっており、今後、新たな耕作者（法人等）に貸し付ける。

　　③自ら耕作する

　　④その他（上記①から③以外の場合は、具体的な内容を記載してください）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
遊
休
農
地
・
荒
廃
農
地
）
の
実
施

【現況確認証明申請】により非農地化した農地の登記地目を変更する場合

　�　長年耕作されず山林化した農地の登記地目を「田・畑」から「山林・原野」に変更しよと

する場合、次の書類を整えて申請し、農業委員会総会の決定を経て「土地地目変更登記」を

行うことができます。

　①現況確認証明申請書（農業委員会事務局に備えてあります）

　②案内図（当該農地の場所が確認できるもの）

　③登記全部事項証明（登記簿謄本）

　④現況写真（当該農地の現況が確認できるもの）

　⑤公図の写し

　⑥非農地化した経過を示す根拠資料

　農業委員会では農地法第30条の規定に基づき、毎年8月に市内全域の農地を対象に農地パトロ
ール（農地利用状況調査）を実施し、遊休農地の発生防止・解消や農地の違反転用の防止に取り
組んでいます。
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今
任
期
最
終
と
な
る
第
21
号
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
編
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 購読しま 購読しま

せんか？せんか？

「全国農業新聞」「全国農業新聞」
農業に関する情報や地域の話題が満載です。農業に関する情報や地域の話題が満載です。

経営と暮らしに役立つ情報をお伝えします。経営と暮らしに役立つ情報をお伝えします。

● 発　行／毎週金曜日

● 購読料／月額７００円

● 申込み／農業委員、推進委員または

　　　　　　 農業委員会事務局

相 続 土 地 国 庫 帰 属 法

編　集　後　記編　集　後　記

　現行の「農業者年金」は、自らが積み立てた保
険料等（年金給付原資）により将来受け取る年金
額が確定する安心の年金制度です。

加入要件は以下の３項目（全てに該当）
①�60歳未満であること（国年任意加入は可）
②�国民年金第１号被保険者であること
　（国民年金保険料免除者は除く）
③�年間60日以上、農業に従事していること
　（農業委員会事務局�☎0241-24-5255）

農業者のための農業者年金制度

（令和5年4月27日施行）

　土地利用ニーズの低下等により土地を相続したものの、土地を手放したいと考える者が増加していること

や、相続を契機として、土地を望まずに取得した所有者の負担感が増しており、管理の不全化を招いているこ

となどを背景に、「相続により取得した土地所有権を国庫に帰属させる制度」が創設されました。

通常の管理又は処分をするに当たり過分の費用又は労力を要する土地は対象外

（例）・建物や通常の管理又は処分を阻害する工作物等がある土地

　　　・土壌汚染や埋設物がある土地　　　・危険な崖がある土地

　　　・権利関係に争いがある土地　　　　・担保権等が設定されている土地　など

　土地の性質に応じた標準的な管理費用を考慮して算出した10年分の土地管理費用相当額

の負担金の納付が必要（その他、審査手数料として一筆14,000円の納付が必要）

① 土地の要件

② 負担金 等

③ 手続イメージ

一部の市街地の宅地 農用地区域等の田・畑 森　林
面積に応じて算定（注１）
（例）100㎡：約55万円
　　　200㎡：約80万円

面積に応じて算定（注１）
（例） 500㎡：約 72万円
　　　1000㎡：約110万円

面積に応じて算定（注１）
（例）1500㎡：約27万円
　　　3000㎡：約30万円

注１：面積の単純比例ではなく、面積が大きくなるにつれて1㎡当たりの負担金額は低くなる。

承認申請
・申請書の提出
・審査手数料の納付

要件審査・承認
・書面審査
・実地調査

（
所
有
者
）

申
請
書

（
法
務
局
）

法
務
大
臣

負
担
金
の
納
付

国
庫
帰
属

※　問合せ先　⇒　福島地方法務局（本局）不動産登記部門　℡ 024-534-1111
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